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前述したように、本稿では各々の企業 i( i = 1， 2，…， n)がリスク回避的であることを前提にする
ので、その効用 U;は被害規模以(<0 )とサービス・消費財の供給量から成る D;+y;に従い増減す
るNM効用と仮定する3。また各企業は一定の予算制約 F;の下で4、サービス・消費財の供給量Y;か
ら成る効用 U;CD;+ y)ないしは期待効用 E[U;(D;+ y)]の最大化を図る。このとき投入要素量 X;の単
位当り費用 C;は競争的な投入要素市場で決定している。さらに生産条件は、投入要素 X;の l単位
























このとき企業 iのサービス・生産財の供給量y，に関する企業lの効用 U，(D，+ y，)は、以下の(1)式に
よって表すことができる。
(1) U，(y，) = U，(D，+s，(v"ち，a)x，)=U，(D，+s，(v"ち，a )(F，-v，)lc). 
本稿では各非営利企業がリスク回避者であるとの仮定を設けるために、均衡解の解析プロセス









( i) Case NI :最初に、各非営利企業が確率変数aに関する情報を全く入手していない状態、あ
るいは入手が不可能な状態について考察する。このとき各企業は情報を保有していないので、期待
効用 E[~(以内，竹， a)x，)jの最大化を図ることになる7。従って、このときの投資水準の均衡解 v，*(=
6但し、 Sasaki(2008)においては、各企業の投資行動に相互作用を与えるプレーヤー iは集合 Nに属する






















(3) m;:x U/y;(δ))=mrx U，(sかρη，a)x);F;=c;x;+v; 
= max U.μρ)j，円，a)(F;-v)/c).
V， 















さらに、確率変数について一般性を損なうことなく&三oa(oミ0)と再定義する。このとき o= 0 
ならばoa=Oとなり、撹乱項を考慮する必要がない。このとき各企業は不確実性が存在しない状
態で投資行動を選択するので、この状況は投資リスクのない経済環境を表すことになる。この状
況 (o=O)での効用 Uj(y;}の最大化は yjの最大化に等しいので、次式を満たす各非営利企業の投
資水準の均衡解を (VlぺV2*)で表すとき、以下の各条件は均衡解が存在するときの十分条件である。
( i = 1， 2;i =1 j) 
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[仮定:投資効果(生産条件)] 本稿のモデルでは、企業 Iの限界生産性 s，(ν1，η)の上昇に関して、



















(5) 金色~金色江主 金色斗1 金色~I
(i3V;)2 (í3~う)2 í3 vjí3ち í3Vjí3~ぅ I V;=Vi .... ， η=γ
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以下の解析では、佐々木 (2009，2010)と同様に、上記の各条件を満たす均衡 (VI， V2) = (VIぺvt)
を基準点とし、その近傍で(i )と(u )における両企業の均衡投資水準、均衡供給量、ならびに期
待効用を解析する12。
( i) Case NI:均衡解の存在と一意性について
上記の不確実性がない状態(6=0)、ならびに不確実性が存在する状態(6)0)をE[[l，μかhl-j'， 
6a)x)]三 utJ(Vj，η，6(三0))で表現すると、次式が上記の十分条件に対応する。但し、以下では両企




2u，N1(Vj，ち，6)/(i3vY < 0 
以下の分析では、不確実性下の意思決定を扱った多くの先行研究と同様に、確率変数δの線形結
合、すなわち slvj，巧 ，a)三 S;(Vj，竹)+6aを仮定する。乙のとき、以下の「補助定理1-1Jが成立し
ている。
[補助定理1-1] 基準点 (Vjヰ川勺の近傍 V((Vj，η)εV)と6=0の近傍X(6EX)から成る近傍 Z(=
vx X)において、 。(εX)の各々についてdet[i3 UNJ( V人ちぺo)/i3vLxn三 d巴tDUNJ(ν人1ぅぺ 0)手 Oが成
立している。
証明:有限区間にある確率変数a(巴[-a，aJ)に考慮し、基準点 (V人ザ， 0)を含むある所定の空間領




















[定理1-1] 基準点 (v人ザ)の近傍V(V;，ち)εV)と6=0の近傍X(6EX)から成る近傍Z(=VXX) 
において、 。(εX)の各々について、均衡存在の十分条件と「仮定:投資効果(生産条件)Jを満た
す連続微分可能な均衡解 (vY，ザ'/)が一意に存在する。
証明 ・基準点 (ν人ザ)の近傍V(V;，竹)εV)と6=0の近傍X(6 EX)から成る近傍Z(= VXX)にお




(ii) Case PI :均衡解の存在と一意性について
以下では、 CasePIの均衡解について考察する。ここで、μ三 6aとすると、各企業は、 。の各々












傍Z(=VXX)において、 μ(εXX[叫 αaJ)の各々についてd白制et[BUぴPI(Vj*ヘ， ηザ*，O)/Bv]，η山F
Oω)守#と Oが成立している。但し、 μ三 oa。
証明 :μ (=oa)はRの上にあるので、 μ(=0)(すなわちo=O) のときUlvi，巧，oa)=Uiか，，ち)にな












( Viペザ，0)1B v]"x"三 det
DUP1(v人 v/，O)*Oが成立していることを確認できる。口
上記の「補助定理1-2Jから、以下の「定理1-2Jが得られる。
[定理1-2] 基準点 (Vj*，vj*，μ(o=O))の近傍V((Vi， v)EV)と近傍X(μεXX[-a， a] )から成る近傍
Z(=VXX)において、 μ(εXX[α，aJ)の各々について、均衡存在の十分条件と「仮定:投資効果(生
産条件)Jを満たす連続微分可能な均衡解(vtI，V/I)が一意に存在している。但し、 μ三 oa。
























一[;iW(eiyi]!(eiU/eiy;) =R(U/y;))三 R(YよUj;IA.+→R 
最初に各企業の供給量の平均E[yt'(a)]、E[y/'(a)]と分散E[y汽δ)]、陥r[y/'(a)]を求める。このと
き基準点 (ν人ザ)の近傍において、以下の 「補助定理2-1Jと「補助定理2-2Jが成立している。
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I NI *¥ 
XD弘(V川ワivtNl VtJl2+K(|vfI-vf|2+lVIーザ12)
1竹一吟 l
ここで均衡解 ViN1(O)=V.* -R(y)Cjvi*陥r[a]o2+K(loI2)を代入すると、上記の「補助定理2-1Jの(i ) 
式が得られる。同様の手順で、分散陥r[ytl(白)]の 2次近似式を求め、上記の均衡解を代入すると「補
助定理2-1Jの(u)式が得られる。口
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-v)対(Cj
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証明:E[y/I(a)]をテイラー展開すると、以下のE[y/I(白)]の 2次近似式が得られる。但し、次式は












E[yノ汽6)月])内2ワ]なので、 y只fZP吋"(6δ的)一E[かyfy汽I司(6め)月]を求めると、以下のようになる。但し、 μ三 6a。
(13) yt'(μ) -E[yt'( 6)] = (F; -v)(合)C川 μ
+f(F;-v)( ~s; )C2+(C九 /2+d(δ2_Var[δ])62+K(1μ12) 





E[U;(y; (v/，(μ)，竹P'(μ)，μ))]ミE[[1，かか，NI，ず'， 6a))]C} 
RP'"三 E[y;(V/'(μ)，イ"(μ)，μ)]一陥r[y/'(6 )]/2ミRP"'J三 E[yt'(6)]一陥r[yt'(6 )]/2. 
証明 :このとき均衡投資水準 (vt，vt')において、各企業の期待効用E[UiかかtNI，ず'， 6，a))]は、 6 (ε 
X)の各々について次式(14)を満たしている。但し、剰余項(誤差)はK(I6 12)で表している。
( dU ¥(;Js， ¥ 
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